




この事業の特長は？

人工衛星から地上までトータルソリューションを提供し、豊かな街の暮らしに貢献

衛星放送、カーナビゲーション、天気予報など、社会に役立つこれらのサービスには人工衛星が
欠かせません。かつては人類の「夢」の対象であった宇宙はより身近になり、今や宇宙を
積極的に「利用」する時代。三菱電機は、1960年代に宇宙事業に参画して以来、通信・放送、
測位、地球観測、物資輸送などのさまざまな人工衛星、
追跡管制局、大型望遠鏡など、幅広い事業を展開
してきました。これまで国内外650以上の衛星開発
プロジェクトに携わり、事業のさらなる継続的発展を
図るため、2020年に新衛星生産棟を建設し、人工衛星の
並行生産能力をこれまでの10機から18機に増強
しました。三菱電機グループの総力を結集し、宇宙
事業を通じた豊かな社会の実現に貢献していきます。

宇宙
貢献している

SDGs

 「想い」が拓く、P ro j e c t  S t o r y

宇宙から
「街の暮らしを
支えたい」

高精度な測位技術で「日本版GPS」を実現させ、
人々が安心・安全に暮らせる社会をみちびく

カーナビゲーションやスマートフォンの地図アプリに代表されるように、測位衛星は私たちの生活に欠かせないもの。

しかし、測位情報がずれていたり、読み込みに時間がかかったりした経験はありませんでしょうか？

その要因として挙げられるのは、山間部や都心の高層ビル街では障害物にさえぎられて、測位衛星の信号が届き

にくいからなのです。現在は米国の整備したGPS衛星システムが稼働中ですが、世界各国が新しい衛星測位

システムの開発に取り組んでいます。日本でも、内閣府主導で準天頂衛星システム「みちびき」という衛星測

位システムが構築されました。

準天頂衛星システム「みちびき」は、日本のほぼ真上を通過する軌道を飛ぶため、衛星からの信号が受信しやすく

なります。これにより、GPSの役割を補完し、効率や精度が重要となる緊急通報、災害対策などに正確な情報を

提供することができます。さらに、全国にある電子基準点を利用したGPS等の補正情報を作ることで、精度

の高いセンチメートル級の位置の特定が可能になるのです。

現在4機体制で運用していますが、5号機～7号機も開発・整備中であり、7機体制とすることによりGPS衛星に

頼らない自律測位システムの確立を目指しています。これが実現することで、自動車、鉄道、農業等、さまざま

な用途への益々の適用が進められていきます。「この地球（ほし）のより良い暮らしを、これからも支えた

い」。その想いで三菱電機は世界に誇れる人工衛星を作り続けます。
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この事業の特長は？

グローバル総合空調冷熱メーカーとして、「持続可能で安心・快適な社会」の実現へ
脱炭素化への取り組み加速、安心・健康意識の高まり等社会課題が多様化する中、より環

境に配慮した冷媒の採用や業界をリードする「優れた空調・換気技術とライフサイク

ルソリューションを提供する」べく、三菱電機は既存事業の強化・拡大に加え、新事業の

創出・強化も進めています。「ライフサイクルソ

リューション」では、住宅用から業務用まで幅

広い領域の空間環境に対し、製品のライフサ

イクルを通してさまざまなソリューションをグ

ローバルに提供し、新たな顧客価値を提供し

ていくこと、そして、IoT・クラウド・AI技術によ

る顧客価値の創出を加速させています。

空調・冷熱

 「想い」が拓く、P ro j e c t  S t o r y

人をもっと
「快適」にできる
はずだ。

♯03

活き活きとした暮らしのために、
快適と省エネを両立した空間をつくる。

50年以上の歴史を誇る三菱ルームエアコン「霧ヶ峰」は、エアコンの本質となる快適を追求しています。

お客様のニーズを先取りした快適を提案し続けるべく常に新しい機能開発に取り組むとともに、高い

品質の維持に努めています。

霧ヶ峰の快適は、部屋の状況だけでなく人の体感温度も測るセンサー、暑い・寒いの感じ方に合わせ

た自動の運転調整、2つのファンで風を吹き分ける機能などの搭載で進化してきました。現在では、バイ

タルセンサーで人の気持ちを推定し、生活シーンにあわせた空気に整える機能まで実現しています。

三菱電機の空調・冷熱事業は「霧ヶ峰」だけでなく、オフィスや店舗、工場などの様々な空間にも対応で

きるパッケージエアコン「Mr.Slim」「シティマルチ」や、室内の温度・湿度をムダにせず換気を行う高効

率換気設備「ロスナイ」など幅広い製品やサービスを通じて、快適で安心・安全な環境創造に欠かせな

いHVAC&R事業（暖房/給湯・換気送風・空調・冷凍冷蔵の機器及び設備）に注力しています。

そして、空調・冷熱事業のフィールドは日本にとどまりません。世界的なカーボンニュートラル・ウェル

ビーイングの流れの中で、市場は拡大が続いています。欧米やインドで急増する空調需要に対応すべ

く地産地消体制を強化するとともに、新たな省エネ技術・環境対応技術（省冷媒・新冷媒）の開発も進

めています。また、ビルシステム事業で培った保守・サービス基盤とのシナジーを発揮し、グローバルで

脱炭素社会に貢献していきます。

貢献している

SDGs
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この事業の特長は？

革新的な製品づくりでさらなる未来へ前進
人にとってクルマが安全で快適な存在であり続けるために、三菱電機の自動車機器事業は、環境
負荷低減・燃費改善に貢献する「パワートレイン製品」、安全性と快適性の向上を実現する「車両制
御製品」、そして車内外の情報通信システムに関連した「情報系製品」の3領域を保有しています。
さらに、クルマの領域を超えたモビリティの観点での開発も進めており、2021年には、急拡大する
非接触搬送のニーズを捉え、必要なものが必要な時に、必要とする人に届く
社会を実現する新製品「多用途搬送サービスロボットシステムMELDY™」
を開発しました。センシングや管制システムによる安全な自律走行に加え、
エレベーター・入退室管理システムなどの施設内設備と連携することで、施
設内の自律的な縦横移動が可能に。既に現在、病院や商業施設などからの
受注を開始しています。三菱電機の自律走行ロボットを街中で見られる日
も、そう遠くない未来かもしれません。

自動車機器

 「想い」が拓く、P ro j e c t  S t o r y

「安心・安全・快適」な
未来のモビリティ社会を
実現したい

♯04

貢献している

SDGs

すべての人々に、安心・安全で環境負荷の少ない、
自由な移動・物流の機会を提供する

三菱電機の自動車機器事業と聞き、「パッ」と思い浮かぶ製品はあるでしょうか。

実は、ハイブリッドカーや電気自動車に対応した高効率・高出力な製品、ドライバーの運転を支援す

る製品をはじめとした多彩な製品群を保有し、クルマの発展を支えているのです。

急速なクルマの電動化や、MaaS※1ソリューションへの取り組みなど新たな付加価値へのニーズが

高まる中、「自動車機器事業の技術・製品・システム」と、「幅広い事業領域のナレッジ」を掛け算し、

シナジーを拡大していくことで「地球環境と安心・安全」への貢献を目指しています。

特に、環境負荷を最小化し、カーボンニュートラルの実現に貢献する「電動化」事業と、交通事故の撲

滅や快適な移動機会を提供する「ADAS※2」事業を自社の強い技術（モーター・パワーエレクトロニ

クス・制御・通信・IT）とともに進化させ、未来のモビリティ社会の発展を支えていきます。

具体的には、センサーとカメラで乗員の状況や属性を確認し、幼児の置き去りなども検知する「運転

支援・乗員見守り」技術や、ドライバー不足解消への貢献をはじめ、すべての人々に快適で自由な移

動・物流を提供する自動搬送モビリティサービスなど、最新の技術を開発しています。

日々変化する社会の中で、移動が安心・安全・快適な存在であり続けるために。三菱電機では、環境

や品質・生産性など、さまざまな視点から製品づくりを考え、さらなる未来へ前進を続けていきます。

※1：Mobility as a Service （移動を一つのサービスとしてとらえた新たな概念）
※2：Advanced Driver Assistance System （先進運転支援システム）
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この事業の特長は？

電動化が進む自動車分野、インバーター化が進む家電分野に注力
白物家電を中心に海外でもトップシェア※5を誇る「民生用パワー半導体モジュール」や、
電気自動車のキーデバイスである「自動車用パワー半導体モジュール」など、多種多様な
製品を世に送り出してきた三菱電機のパワーデバイス事業。今後は、電動化により急成長が
見込まれる「自動車分野」とインバーター化が進む「家電分野」に特に注力していきます。
この 需 要 増 加 に対 応 するた め に、広 島 県 に
新たな製造拠点を開設（2021年11月稼働開始）。
これからも、より省エネ性に優れた製品を提供
することで、世界的な課題である脱炭素社会の
実現に貢献していきます。
※5 2021年度実績、当社調べにおいて、トランスファーモール

半導体デバイス

 「想い」が拓く、P ro j e c t  S t o r y

パワー半導体で
「世界の発展を
支えたい」

機器の省エネ化を実現するキーデバイスを提供し、脱炭素社会へ貢献する

家電から宇宙まで、機器のキーデバイスとして活躍し、我々の暮らしを豊かにする半導体・デバイス。特に、電気の消費量を

減らし、より効率よくエネルギーを使用するため、電力の変換と制御を行う「パワー半導体」は、家電製品から鉄道車両、

電気自動車、産業用ロボットなど、あらゆる電気製品に搭載され、その性能によって各分野で高い省エネ効果を生み出して

います。パワー半導体の進化なくして脱炭素社会の実現は語れない、とまで言われています。

三菱電機は、1959年に日本で初めて※1パワー半導体の製品化に成功しました。初期の需要は電気機関車や電力会社など

にあり、その後、産業機器（インバーター、サーボモーター、ロボットなど）の拡大とともに技術は発展を遂げてきました。

あらゆる産業機器の省エネ効果を高める上で、電気を直流から交流に変える「インバーター」が重要な役割を担います。

三菱電機はインバーター化に必要な 「IGBT（Insulated Gate Bipolar Transistor）パワー半導体モジュール」を製造し、

ワールドワイド※2で高いシェアを誇ります。また、電力損失を飛躍的に低減することが可能なSiC※3を用いた半導体デバ

イスを開発し、2010年に世界で初めて※4エアコンにSiC パワー半導体を搭載。その後も鉄道車両や産業機器向けなど、世界

に先駆けてさまざまな製品に搭載してきました。

三菱電機には、自動車機器事業や空調・冷熱事業、産業・FA事業、交通事業といった、パワー半導体をキーデバイスとして

製品に搭載する複数の事業分野があります。社内の事業部門から情報を得て製品開発にフィードバックしたり、研究所と

連携し先行研究を行ったりと、お客様のみならず社内の事業部門とも一緒に技術を磨いていけることが三菱電機半導体・

デバイス事業の強みです。今後は、事業シナジーを活かし、各ソリューションのコアコンポーネントとなるパワー半導体を

供給していくべく、最先端技術に挑戦していきます。「世界の発展を支えたい」という揺るがない想いで、三菱電機ならではの

強みを活かし、より良い明日を目指し続けます。 
※1：当社調べ　※2：当社調べ　※3：SiC（Silicon Carbide） ケイ素と炭素の化合物 　※4：当社調べ

♯05

貢献している

SDGs
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